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平成二十八年成人式
　新成人の門出を祝う成人式が１月 10日、市民会館大ホールで行われました。

会場では振り袖や袴、スーツなど、晴れ着に身を包んだ新成人が旧友との再会

に「久しぶり」と喜び合う姿が見られ、共に過ごした時間を懐かしみながらも、

今それぞれが目指し、歩む道を語り合っていました。

　今年の成人式は、平成７年４月２日から平成８年４月１日に生まれた市内在

住または市内出身の 346人が対象で、うち 296人が式典に出席しました。

　式典は新成人の代表者による実行委員会のメンバーにより進められ、上田市

長から「豊かな自然が今なお残るこのふるさとの地を誇りに思い、社会で活躍

してほしい」と式辞が述べられたあと、中島市議会議長、澤谷県議会議員から

祝辞が送られました。

　その後、新成人を代表して山岸聖也（やまぎしせいや）さんから二十歳の決

意が述べられました。

　また、式典の途中にはアトラクションがあり、新成人の中学校入学式や運動

会・文化祭・卒業式などの映像が流れ、あどけなさの残る当時の映像に会場か

らは温かな笑いとともに、当時の様子を懐かしむ声が漏れ聞こえました。

　式典の最後は新成人を代表して大浦早紀（おおうらさき）さんから「これま

で私たちを育ててくださった全ての皆さんに感謝します。本日はこのような素

晴らしい成人式をありがとうございました」と謝辞が述べられ、式典は締めく

くられました。

　社会に出れば、自分で判断し、決断することが求められます。しかし、大人

になったからといって常に最善の選択を選べるものではありません。時に悩み、

時に苦しむこともあるでしょう。そういった時に、このふるさと滑川で得た仲

間との絆や経験を糧に、一つひとつ壁を乗り越え、社会で活躍してくれるもの

と信じています。そんな彼らが「滑川出身です」と胸を張って言えるような街

づくり、風土・文化を醸成していくことが私たち市民一人ひとりに課せられた

一つの責務ではないでしょうか。

1アトラクション　2飲酒運転根絶署名簿の提出　3謝辞　4記念品贈呈
5成人式実行委員の皆さん
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見開きページ全体にスマートフォンアプリ「Ａｕ
ｒａｓｍａ」をかざすとＡＲ動画を視聴できま
す。詳しくは、巻末をご覧ください。
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二
十
歳
の
決
意

　

平
成
二
十
八
年
の
新
春
、
私
た
ち
は
こ
の

ふ
る
さ
と
滑
川
で
晴
れ
て
成
人
の
日
を
迎
え

ま
し
た
。

　

こ
れ
も
私
た
ち
の
晴
れ
の
姿
を
待
ち
望
み
、

こ
の
舞
台
を
見
守
る
両
親
や
、
先
生
方
、
地

域
の
皆
様
な
ど
多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
と
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ふ
と
周
り
を
見
渡
せ
ば
、
少
年
時
代
の
記

憶
か
ら
一
回
り
も
二
回
り
も
成
長
し
た
友
の

晴
れ
や
か
で
、
頼
も
し
く
も
あ
る
表
情
が
並

び
、
今
日
の
良
き
日
を
こ
の
仲
間
た
ち
と
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
成
人
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
担
う
私
た
ち
の
向
き
合
う
べ

き
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
る
社
会
の
中
で
私
た
ち
の
で
き
る
こ
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
１
５
年
、
記
憶
に
も
新
し
い
フ
ラ
ン

ス
の
テ
ロ
事
件
の
よ
う
に
、
世
界
を
巻
き
込

む
出
来
事
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
い
つ
ま
で

も
他
人
事
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
、
い

よ
い
よ
当
事
者
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題

に
向
き
合
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
世
界
の
情
勢
だ
け
で
な
く
、
日
本

ひ
い
て
は
、
こ
の
滑
川
市
の
問
題
に
も
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
卑
近
な
例
を
出

せ
ば
、
昨
年
の
北
陸
新
幹
線
の
開
通
に
よ
り
、

滑
川
の
み
な
ら
ず
、
県
内
全
体
に
大
き
な
変

化
が
訪
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に
ヒ
ト
と

モ
ノ
の
移
動
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
で
、
良

い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
私
た
ち
の
生
活

に
影
響
が
あ
り
、
問
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

滑
川
の
未
来
の
た
め
に
、
日
本
の
未
来
の

二
十

た
め
に
、
世
界
の
未
来
の
た
め
に
私
た
ち
に

課
せ
ら
れ
る
使
命
は
決
し
て
簡
単
な
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
社
会
か
ら
の

期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
前
を
向
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現

状
を
知
り
、
理
想
を
掲
げ
、
信
念
を
持
っ
て

行
動
に
移
す
こ
と
が
私
た
ち
若
い
世
代
に
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
強
く
感
じ
る
か
ら
で
す
。

　

私
は
今
、
東
京
で
一
人
暮
ら
し
を
し
、
大

学
に
通
っ
て
い
ま
す
。
滑
川
か
ら
単
身
東
京

へ
と
出
て
、
都
会
の
喧
騒
や
窮
屈
な
毎
日
に

疲
れ
き
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
に
思
い
を
は
せ
る
の
は
、
な

じ
み
あ
る
皆
が
住
む
こ
の
ふ
る
さ
と
滑
川
で
す
。

　

遠
く
離
れ
て
い
て
も
い
つ
も
温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
る
家
族
。
帰
れ
ば
い
つ
も
、
笑

い
合
い
、
思
い
出
話
を
語
り
合
え
る
友
た
ち
。

懐
か
し
く
な
じ
み
あ
る
駅
や
学
校
。
か
つ
て

の
教
室
で
熱
心
に
言
い
聞
か
せ
て
く
れ
た
恩

師
の
言
葉
。
こ
れ
ら
全
て
が
私
の
今
を
支
え

て
い
る
存
在
だ
と
気
づ
か
さ
れ
る
の
で
す
。

　

か
つ
て
同
じ
学
び
舎
で
共
に
笑
い
、
共
に

泣
き
、
共
に
高
め
合
っ
た
仲
間
た
ち
は
、
今

で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
道
を
歩
も
う
と
し

て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
に
残
る
者
も
い
れ
ば
、

離
れ
る
者
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ど

れ
だ
け
時
間
を
経
よ
う
と
も
、
こ
の
滑
川
は

皆
に
と
っ
て
の
帰
る
場
所
で
あ
り
、
い
つ
で

も
皆
を
迎
え
て
く
れ
る
場
所
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

こ
の
温
か
い
ふ
る
さ
と
滑
川
に
育
て
ら
れ
、

今
日
こ
の
地
で
成
人
を
迎
え
た
こ
と
を
誇
り

に
思
い
、
今
後
の
人
生
を
歩
ん
で
い
く
こ
と

を
誓
い
、
二
十
歳
の
決
意
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
一
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　

新
成
人
代
表　

山
岸
聖
也

歳
の
決
意

こ
の
ま
ち
で
、
共
に
過
ご
し
た

思
い
出
の
日
々
は
、

い
つ
ま
で
も
色
褪あ

せ
な
い
。
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所得税及び復興特別所得税
　　　　・住民税の申告は３月15日㈫までに！

住 民 税 （ 市 ・ 県 民 税 ） 申 告  フ ロ ー チ ャ ー ト
◆ご自分が申告をする必要があるか、次のフローチャートで確認してみましょう。

所得税及び復興特別所得税の確定申告書を提出する
（下記「確定申告が必要な方」参照）

市・県民税申告は不要

平成28年１月１日現在、滑川市に居住していた １月１日現在お住まいの市区町村へ
申告してください

平成27年１月～12月までの間に収入があった
※遺族・障害年金、雇用（失業）保険、傷病手当など
　の非課税所得は収入に含まないため、非課税所得の
　みの場合は「いいえ」に進みます。

被扶養者 市・県民税申告は不要

被扶養者以外の方 市・県民税申告が必要

給与以外の収入があった

勤務先（給与支払者）から滑川市に
給与支払報告書（源泉徴収票）の提出がある

※ご不明の場合は勤務先に確認してください。

市・県民税申告が必要
※公的年金収入のみの方で、源泉徴収票に記載さ
　れている控除に変更がない場合は申告不要です。
　ただし、生命保険料控除や医療費控除などを追
　加する場合は、申告が必要です。

　　　　　　市・県民税申告は不要
※ただし、給与支払報告書（源泉徴収票）に記載されている社会保険料控除・
　障害者控除・配偶者控除・扶養控除などに変更がある方は申告してください。

確定申告が必要な方

給与所得

・給与の収入金額が2,000万円を超える方
・�給与を１ヵ所から受けていて、各種の所得金額（給与所得、退職所得を除く）の合計額が20万円
を超える方
・�給与を２ヵ所以上から受けていて、年末調整されなかった給与の収入金額と、各種の所得金額（給
与所得、退職所得を除く）との合計額が20万円を超える方　など

公的年金等のみ
・公的年金等に係る雑所得の金額から所得控除を差し引くと、残額がある方
※ただし、公的年金等の収入金額が400万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金
　額が20万円以下の場合は、確定申告は不要です。

退職所得 ・外国企業から受け取った退職金など、源泉徴収されないものがある方

上記以外 ・�各種所得金額の合計額から、所得控除を差し引き、その金額に所得税の税率を乗じて計算した税額
から配当控除額を差し引いた結果、残額のある方

※確定申告が必要ない方でも、源泉徴収された税金や予定納税をした税金が納め過ぎになっている場合は、還付申告に
　より税金が還付されます。

所得税及び復興特別所得税の確定申告（国税） 住民税申告（市・県民税）
申告方法 ・e-Tax（電子申告）　・郵送　・申告相談会場にて ・郵送　・申告相談会場にて

申告相談会場

❶魚津税務署（魚津市新金屋1丁目12番 31号）
　２月８日㈪～３月15日㈫
　9:00～ 16:00
　※土・日・祝日は休み
❷市役所東別館３階　大会議室
　２月16日㈫～３月15日㈫
　9:00～ 12:00、13:00～ 16:00
　※土・日は休み
※�青色申告、損失申告、分離課税所得（土地・建物・株式な
どの譲渡所得や退職所得）の申告をされる方や、初めて所
得税の住宅ローン控除を申告される方は、❷の会場では受
け付けられません。

市役所東別館３階　大会議室
　２月16日㈫～３月15日㈫
　9:00～ 12:00、13:00～ 16:00
　※土・日は休み
※�所得がなくても国民健康保険や後期
高齢者医療保険の加入者（軽減措置
の適用あり）、所得状況が判定でき
ない方なども申告が必要です。
※�申告が必要だと思われる方には、今
月初めに住民税申告書を送付予定で
す。

必要なもの

□印鑑（認め印）
□申告書
□通帳など振込先金融機関が分かるもの（還付申告の場合）
□収入を証明するもの　・給与、年金　………………�源泉徴収票
　　　　　　　　　　　・営業、農業、不動産　……�収支内訳書（青色申告決算書）など
　　　　　　　　　　　・日雇い、パートの賃金　…�支払明細書
□控除を証明するもの　・国民年金などの社会保険料控除証明書
　　　　　　　　　　　・生命保険料、地震保険料などの控除証明書
　　　　　　　　　　　・医療費の明細書および領収書

◆注意事項◆

問合せ先　・魚津税務署　☎０７６５－２４－１３７０
　　　　　・市役所 税務課 市民税担当（内線２３３・２３４・２３７）

➡

⇩

⇩

➡

⇩

➡
⇩

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

⇩はい

➡いいえ

➡いいえ
●�例年、申告相談会場は大変混み合いますので、e-Tax（電子申告）での申告
をおすすめします。なお、市役所東別館会場では、１日あたりの受付人数に
限りがあるため、期間中は午前８時ごろから番号札を配布します。番号札が
なくなり次第、受付終了となりますので、予めご了承ください。（朝早くか
ら多くの方が来られた場合、午前中に番号札がなくなることもあります。）
●�営業・農業・不動産所得のある方は、必ず「収支内訳書（青色申告決算書）※１」
を記入のうえ、ご来場ください。記入されていないときは相談をお受けでき
ません。
●�医療費控除は、平成27年１月１日から12月 31日までに実際に支払った
医療費に限り、控除の対象となります。受付会場には、領収書を人ごと、病
院ごとに分け、金額を計算し「医療費の明細書※２」に記入のうえ、ご来場
ください。計算されていないときは相談をお受けできません。
●�平成 27年分の確定申告書および住民税（市・県民税）申告書には個人番号（マ
イナンバー）の記載は不要です。
※１・２…�様式は市役所５番窓口に置いてあるほか、市のホームページからも

ダウンロードできます。
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日 月 火 水
　　　 　　　 　　　 　

◆あいらぶ湯シルバーデー

　

　

◆市民水泳フェスティバル
　（→ 13P)

　 　　　 　

◆あいらぶ湯シルバーデー

　

　　　 ◆�市民チャレンジウオーク
（→ 12P)

◆�あいらぶ湯�チョコっとバレン
タイン（→ 13P)
◆なつかしの優秀映画上映会
　（→ 13P)

　

◆糖尿病健康相談（→ 10P)

　　　 　

◆あいらぶ湯シルバーデー
◆悠友サロン（→ 13P)
◆虫歯予防フッ素塗布（→ 10P)

　

◆�ジャングルジム（親子の遊び
教室）（→ 10P)

　 　　　 　　　 　

◆あいらぶ湯シルバーデー
◆シルバー料理教室（→ 13P)

　

◆市民バスケットボール大会（→12P)

　

◆みのわ温泉イベント（→ 12P)

　　　 　

◆あいらぶ湯シルバーデー

　　　 　

◆Uターンフェア�in�とやま
　元気とやま！合同企業説明会
　（→ 16P)

　

◆�ロボットセミナー�in�なめり
かわ（→ 19P)

　　　 　　　 　

◆あいらぶ湯シルバーデー

　　　

31 １

市民カレンダー ２月
木 金 土

　

◆虫歯予防フッ素塗布（→ 10P)
◆幼児ことばの教室（→ 11P)

　 　

◆�なめりCANクラブ”特別講座”
（→ 12P)

　　　　  ＜建国記念の日＞ 　

◆３歳児健康診査（→ 10P)
◆福寿大学（→ 12P)
◆始めてみよう健康ウオーキング
　9:00 ～ 総合体育センター

　

◆パパ・ママ教室（→ 10P)
◆�なめりCANクラブ”特別講座”
（→ 12P)

　

◆タラソピア体力測定会
　10:00 ～ 12:00、13:30 ～ 15:30
◆１歳６カ月児健康診査（→10P)
◆幼児ことばの教室（→ 11P)

　 　

◆ �2016ポリテックビジョン
in 新川（→ 13P)

◆�なめりCANクラブ”特別講座”
（→ 12P)
◆バウンドテニス大会（→ 12P)

　

◆�４カ月児健康診査・離乳食講
習会（→ 10P)
◆幼児ことばの教室（→ 11P)

　　　　�◆福寿大学（→ 12P)

◆タラソピア無料エクササイズ
　11:30 ～ 12:00
　（ダイナミックゾーン利用者限定）
◆�わくわく～♪“おやこでふれ
あいたい” む（→ 13P)

　

◆�こころと暮らし、いのちの相
談会（→ 10P)
◆�働く婦人の家地域啓発講座
（→ 13P)
◆市民バスケットボール大会（→ 12P)

　

◆家族介護者交流サロン（→17P)

　 　

◆味噌つくり教室（→ 12P)
◆�ロボットセミナー�in�なめり
かわ（→ 19P)

　 　

◆職場でのトラブル無料相談会
　（→ 16P)
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１

２月の納税など

固定資産税　　　　第４期

国民健康保険税　　第８期

介護保険料　　　　第６期

後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　　第８期

５

２月のふれあい総合相談
会場　総合相談センター
　　　市役所東別館
　　　☎ 475-7000 ㈹

時間　13:00～ 16:00
　　　法律相談
　　　　12 日㈮・19 日㈮
　　　（要電話予約・当日 9:00）
時間　13:30～ 16:00
　　　人権悩みごと相談
　　　　10 日㈬

　　　行政相談　22 日㈪

　　　心配ごと悩みごと相談
　　　　17 日㈬

　　　成年後見遺言相続相談
　　　　18 日㈭

時間　10:00～ 15:00
　　　登記相談
　　　今月はありません

　　　年金相談　12 日㈮
　　　（福祉介護課横 相談室）

時間　10:00～ 11:30
　　　生活就労相談　９日㈫

時間　13:00～ 15:00
　　　税金相談
　　　25 日㈭

毎日行っているもの
時間　8:30～ 17:15
　　　貸付金制度利用
　　　ボランティア相談
　　　権利擁護相談
　　　電話相談
水曜日を除く平日に行っているもの
時間　9:00～ 16:00
　　　消費生活相談
　　　（市生活環境課）

29

20

高齢者運転免許自主返納支援事業について
　市では、市内にお住まいの 70 歳以上の方で、自動車運転免許証の有効期限内に警
察へ免許証を自主的に返納された方を対象に、コミュニティバス「のる my car」の
フリー乗車券（発行月から３年間有効）を交付しています。乗車券の交付を希望され
る方は、以下の書類などをお持ちのうえ、生活環境課までお越しください。

①「申請による運転免許の取消通知書」（警察へ自主返納した際、警察から交付されます。）
②運転免許証のコピー（警察へ自主返納する前にコピーをとってください。）
③証明写真（３カ月以内のもの）
④印鑑

申請・問合せ先　生活環境課（内線３３３）

法律

税金

人権

行政

心配

年金

後見

登記

就労

２

９６

３

８ ９ 10

７

23 24

３

11

15

８

　　は新川地区
　の当番を掲載
歯休日当番医

＊ 診療時間は 9:00 ～ 17:00 です。
症状などにより受診できない場合
がありますので当番医にご確認く
ださい。

＊ 都合により当番医が変更になる場
合があります。一般医は消防署

（☎ 475-0180）、歯科医は県歯科
保健医療総合センター（☎ 433-
2039）で確認できます。

月　日 一般医 歯科医
７日㈰ ほたる皮ふ科クリニック

（下　島）☎ 476‐1299
　 マキノ歯科医院

（立山町）☎ 463‐0269
11 日㈷ 打田内科

（辰　野）☎ 476‐0050
　 山本歯科医院

（上市町）☎ 472‐0117
14 日㈰ 荒川内科クリニック

（下小泉町）☎ 475‐0001
　 坂下歯科医院

（立山町）☎ 463‐1066
21 日㈰ 厚生連滑川病院（内科系）

（常盤町）☎ 475‐1000
　 川口歯科医院

（立山町）☎ 464‐1166
28 日㈰ 毛利医院

（四間町）☎ 475‐0054
　 小森歯科医院

（上市町）☎ 472‐0032
３月

６日㈰
岩城小児科医院

（下小泉町）☎ 475‐0132
　 吉岡歯科医院

（上市町）☎ 473‐0515

歯

歯

歯

歯

歯

歯

２

22

法律

法律

人権

行政

心配 後見

年金就労

税金

人権就労 心配 年金
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■ 幼児ことばの教室
　幼児のことばの発達や気になる発音について、相談や指
導を行っています。ことばのことで悩みをお持ちの方は、
お気軽にご相談ください。専門の指導員が相談に応じます。
※要申し込み
と　き　２月４日㈭、18 日㈭、25 日㈭
　　　　※いずれも 13:30 ～ 16:00
ところ　青志会館

申込み・問合せ先　福祉介護課（内線３９７）

　
食育コーナー

◎子育てサークル『おひさま』
10 日㈬・24 日㈬ 10:30 ～ 12:00　１～２歳児対象
◎教室・イベント
■工作教室　　 ６日㈯ 14:00 ～ 15:50（小学生）
■将棋教室　 　６日㈯ 14:00 ～ 15:50（小学生）
■２月のクラフト
　７日㈰～ 13 日㈯ 10:30 ～ 15:00（小学生 / 幼児親子）
■茶道教室　　13 日㈯ 14:00 ～ 15:50（小学生）
■手芸教室　　20 日㈯ 14:00 ～ 15:50（小学生）
■将棋大会　　27 日㈯   9:00 ～ 11:30（小学生）

子育て支援センター

◎子育てサロン（10:15 ～ 12:00）
■赤ちゃんサロン（０歳～１歳６カ月ごろまで）
　　２日㈫　おひなさま作り・ふれあいあそび・身体測定
　16 日㈫　食育教室 ( 離乳食の進め方 )
■キッズサロン（１歳６カ月以上）
　　９日㈫　おひなさま作り・手あそび・身体測定
　23 日㈫　楽器あそび・手あそび

◎食育教室　( 離乳食の進め方 )
※要申し込み
と　き　２月 16 日㈫ 10:15 ～ 11:00
ところ　滑川市子育て支援センター
対象者　５カ月～ 10 カ月頃までの未就園児と保護者
定　員　20 組程度
申込期間　２月１日㈪～ 12 日㈮

◎一緒に子育て ! パパの育児スタート支援事業　『応急手当講習 』
※要申し込み
と　き　２月 20 日㈯ 10:15 ～ 11:15
ところ　滑川市子育て支援センター
対象者　０～１歳６カ月頃までのお子さんと保護者
定　員　15 組程度
申込期間　２月４日㈭～ 18 日㈭

月～金曜日　子育て中の保護者とお子さんが利用できます。
第１土曜日　 共働きなどにより、平日に利用できない３

歳未満児と保護者が利用できます。
第３土曜日　20日㈯は行事のため午前中は利用できません。
利用時間変更のお知らせ
17 日㈬の午前中はセンターを利用できません。午後は利
用できます。

２月の母子 ･成人保健
会場 ･ 問合せ先　市民健康センター　☎ 475-8011

健
康
診
査

４カ月児健康診査・離乳食講習会
　25 日㈭　受付 13:10 ～ 13:30
　対象は H27.10 月生まれの子
１歳６カ月児健康診査
　18 日㈭　受付 13:10 ～ 13:30
　対象は H26. ７月生まれの子
　※日常使用している歯ブラシをお持ちください。
３歳児健康診査
　12 日㈮　受付 12:45 ～ 13:20
　対象は H24. ８月生まれの子

教
室
・
相
談

母子保健
ジャングルジム（親子の遊び教室）
　17 日㈬　9:30 ～ 11:30  
　＜事前に案内のあった幼児＞
　※会場は滑川市子育て支援センターです。
パパ・ママ教室
　13 日㈯ 　9:30 ～ 12:00
　 ＜事前に案内のあった幼児＞
　※詳しくは左記をご覧ください。
成人保健
糖尿病健康相談（要予約）
　15 日㈪ 　9:00 ～ 12:00

そ
の
ほ
か

虫歯予防フッ素塗布
　４日㈭、16 日㈫
　受付 13:15 ～ 13:45
　＜１歳６カ月児健康診査で説明を受けられた方＞
　※新しい歯ブラシをお持ちください。

小さな粒に大きなパワー「大豆の力」

児童館 ☎４７５‐３７０６

育児・健康・福祉滑川市役所　〒936-8601 滑川市寺家町104 ☎475-2111

（あずま保育所内）
☎４７６‐６５６５

　昔から大豆には災いや病気を退ける力があるとして２月
３日の節分に用いられてきました。良質の植物性タンパク
質、食物繊維や各種のビタミン、ミネラルも豊富に含まれ
ており生活習慣病の予防効果が期待できます。
　また、大豆イソフラボンなどの大豆特有の微量成分は健
康効果が注目されています。将来の生活習慣病を防ぐため
にも子どもの頃からさまざまな食べ方で大豆やその加工品
を摂取し、健康づくりに役立てましょう。今月は、子ども
のおやつにもおすすめの豆乳ホットケーキをご紹介します。

滑川市子育て支援センターのほか、市内の各保育園・幼
稚園でも、未就園のお子さんと保護者を対象とした行事
や育児相談などの子育て支援を実施しています。詳しく
は、各保育園・幼稚園に直接お問い合わせください。

■ 介護用品購入費の助成申請をされる方へ
対象者・対象となる介護用品・助成額
　在宅介護を受けている方で、
　①要介護度３の方
　➡紙おむつ、尿取りパッドの購入費用（平成 27 年３月
　　1 日から平成 28 年２月 29 日までに購入したもの）
　➡年額 30,000 円を限度とする購入費の９割の額
　②要介護度４・５、身体障がいの程度が１級または２級の方
　➡紙おむつ、尿取りパッドの購入費用（平成 27 年３月
　　1 日から平成 28 年２月 29 日までに購入したもの）
　➡下記の額を上限とする購入費の９割の額
　　市民税課税世帯：年額 48,000 円
　　市民税非課税世帯：年額 72,000 円
※次のような場合は支給できません。
　①介護保険料を滞納している場合　
　② 病院に入院または施設などに入所し

ていた期間中に購入した場合
申請に必要なもの
　①申請書・明細書
　②購入品と購入年月日の記載のある領収書（レシート可）
　　※ ただし書きや印字などで購入商品名が確認できる領

収書（レシート）の原本を提出してください。
　　※ 領収書には対象者の氏名を記入してください。
　③振込を希望される金融機関の通帳
　　※ 原則、対象者名義の口座としますが、対象者名義の

口座がない場合は申請者名義でも可能です。
　④介護保険被保険者証または身体障害者手帳
　⑤印鑑（認め印）
　　※ 要介護度３の方はケアマネージャーの確認印が必要

ですので個別に相談してください。
申請期間　２月８日㈪～３月 11 日㈮
提出先　福祉介護課窓口（市役所西館１階）
その他　 申請は、毎年度必要になります。提出された領収

書については、返却できないため、確定申告など
における医療費控除を受けることはできません。

申請・問合せ先　福祉介護課（内線３９３・３９７）

■ パパ・ママ教室
と　き　２月 13 日㈯  9:30 ～ 12:00
ところ　市民健康センター
内　容　パパ・ママいっしょに子育て（講義）
　　　　赤ちゃんへの接し方・沐浴のしかた（実技）など
対象者　 出産予定日が４月～６月で、初めてパパとママにな

られる方
定　員　15 組程度（先着順）
持ち物　母子健康手帳、タオル、筆記用具
申込期限　２月５日㈮
申込み・問合せ先　市民健康センター　☎４７５－８０１１

① ボウルに卵、はちみつを入れて軽く混ぜ、豆乳を加え
て混ぜ合わせる。

② ゆで大豆は粗みじん切り、チーズは５ミリ角にカット
してホットケーキミックスにいれ、①に加えてざっく
りと混ぜる。

③ フライパンまたはホットプレートに油を敷いて温め、
②を流し入れる。中火にし、蓋をして、生地がぷつぷ
つしてきたら裏返す。串を刺して生地が付かなくなれ
ば焼きあがり。

作り方

 材料（４人分）　１人分 290kcal
    ホットケーキミックス          ２００ ｇ
    ゆで大豆　　　　　　　　　　 ５０ g
    プロセスチーズ　　　　　　　 ３６ g
    豆乳　　　　　　　　　　　 １５０㏄
    卵　　　　　　　　　　　　　　 １個
    はちみつ（メープルシロップ）   １０㏄
    サラダ油　　　　　　　　　　　 ５㏄

なめりかわ食育サポーターの会

豆乳ホットケーキ

■ こころと暮らし、いのちの相談会
　悩みや困りごとを抱えている方を対象に、専門の相談員に
よる総合相談会を開催します。一人で悩まずに話してみませ
んか。皆さんからの相談をお待ちしています。
と　き　２月 27 日㈯ 13:30 ～ 16:30
ところ　黒部市保健センター（黒部市三日市 1301 番地）
対象者　 心の健康、法律問題、多重債務、労働問題、高齢者

の介護や福祉、生活保護などの福祉、大切な方を亡
くしたなど命に関する相談をされたい方

その他　事前予約不要、相談無料、秘密厳守
問合せ先
　富山県厚生部健康課　☎４４４－３２２３
　新川厚生センター保健予防課　☎０７６５－５２－２６４７
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イベント・生涯学習情報
内：内容　日：とき　場：ところ　講：講師　出：出演　料：料金　対：対象　定：定員　持：持ち物　申：申し込み　他：その他

内　�桃の節句や卒業など祝いごとの
多い３月。色とりどりに飾られ
た花から春の訪れを感じません
か。

日　２月27日㈯�13:30～ 15:30
場　働く婦人の家
講　田中�政子さん
料　2,000円
対　市内在住または在勤の方
定　20人（先着順）
持　�花切りバサミ（またはキッチン
バサミ）、新聞紙 1日分、筆記
用具、持ち帰り用袋、タオル

申　２月18日㈭まで

働く婦人の家地域啓発講座
春を彩るフラワーアレンジメント
働く婦人の家�☎ 475-5780

■みのわ温泉の日
内　�入館された方にお菓子などが当
たる抽選イベントを行います。

日　２月29日㈪

みのわ温泉イベント
みのわ温泉�☎ 474-1770

■あいらぶ湯　チョコっとバレンタイン
内　�あいらぶ湯をご利用されたご夫

婦・男女のカップル限定でチョ
コのプレゼント！

　　※商品がなくなり次第終了
日　２月14日㈰
■なつかしの優秀映画上映会
内　�35 ミリ映写機での上映をお楽
しみください。

日　２月14日㈰
　　①10:00～　浪華悲歌
　　②13:00～　稲妻
　　③15:00～　華岡青洲の妻
場　市民交流プラザ３階�多目的ホール
料　500円（１日券）
他　全席自由
■市民交流プラザ「悠友サロン」
内　なつかしの映画上映会「愛の讃歌」
　　脚本・監督　山田�洋次
　　出演者　倍賞�千恵子／中山�仁／
　　　　　　伴�淳三郎／有島�一郎
日　２月16日㈫�13:30～
場　市民交流プラザ３階�多目的ホール

市民交流プラザイベント
滑川市文化・スポーツ振興財団�☎ 476-9120

■森林・林業の現状について
日　２月12日㈮�13:30～
場　滑川東地区公民館
講　富山県森林組合連合会
　　代表理事専務　柳原�正紀さん
■ロコモ体操で、健康寿命をのばしましょう
日　２月26日㈮�10:30～
場　滑川東地区公民館
講　健康運動指導士　片貝�仁子さん

福寿大学
中央公民館�☎ 475-5492

場　滑川東地区公民館
　　※陶芸は「陶芸の館」

くらしの窓＜趣味の会＞
中央公民館�☎ 475-5492

陶��　芸 14日㈰、28日㈰ 10:00～
ちぎり絵 10日㈬、24日㈬ 13:30～

詩　��吟 ２日㈫、16日㈫ 14:00～
12日㈮、26日㈮ 19:00～

日　毎週　火・金・土曜日
　　※祝日・休館日を除く
　　11:45～ 12:30
場　滑川室内温水プール
料　無料（要施設利用料420円）
対　生後６カ月～３才の幼児とその
　　保護者（未体験の方に限ります）
申　必ず事前に予約をお願いします。
　　※当日予約可

ベビースイミングプログラム無料講習会
滑川室内温水プール�☎ 476-0711

内　○�花とみどりの空間へのいざな
い庭園、花迷路

　　○�チューリップ、ツバキ、スイ
センなどの展示

　　○県産花き品評会
　　○�体験コーナー（材料費負担あ

り、当日受付）
　　○�コンテナガーデンコンテスト

の作品展示など
日　２月27日㈯・28日㈰
　　10:00～ 17:00
場　ファボーレ（富山市婦中町轡田）

花とみどり・ふれあいフェア
（公財）花と緑の銀行　☎466-2425

内　�元気で長生きするため、食事に
ついて正しい知識や調理実習を
体験する教室を開催します。

日　２月23日㈫�10:00～ 12:30
場　市民健康センター
対　�市内在住で調理実習ができる
70歳以上の方

定　�20人（先着順）
持　�エプロン、三角巾、タオル、筆
記用具

申　�２月 18日㈭まで

シルバー料理教室
市民健康センター�☎ 475-8011

内　�子ども図書館で１年間開催して
きたふれあいあそびの中から選
りすぐったものや、この日のた
めに用意したものなど親子で楽
しめるメニューを準備して待っ
ています。お子さんと一緒に楽
しい時間を過ごしませんか？

日　２月26日㈮10:00～ 11:00
場　市民交流プラザ３階　研修室１
対　�主に 0～ 3歳の親子
定　�30組（先着順）
申　�２月 19日㈮まで

わくわく～♪ “おやこでふれあいたい” む
子ども図書館�☎ 475-8180

内　�①小学生の部（４年生以下の部、
　５・６年生の部　各男女）

　　②一般の部　（A・B・Cクラス
　　　各男女）
　　③パパ・ママの部（ミニバスの
　　　保護者に限ります）
日　2月 27日㈯�…①③
　　2月 28日㈰�…②
　　※いずれも8:30から開会式
場　総合体育センター、サン・アビ
　　リティーズ滑川
料　�1,000円（一般の部のみ）
他　�2月 18日㈭19:30から総合体
育センターにおいて、代表者会
議を行います。参加チームの代
表者は、必ず出席してください。

申　�２月 18日㈭まで

市民バスケットボール大会
滑川市体育協会�☎ 475-9233

■特別講座
内　①はじめてのキッズ・ダンス
　　②よくばりエアロ
　　③ボディメイクセミナー
日　２月６日㈯、13日㈯、20日㈯
　　①9:00～、②10:00～、
　　③11:10～
場　総合体育センター剣道場
対　①年長児～小学校６年生まで
　　②③高校生以上
持　飲み物、室内用シューズ
申　随時
■市民チャレンジウオーク
　～東福寺野自然公園周辺において冬道の散策～
日　２月14日㈰�8:15～ 11:30
場　総合体育センター正面広場集合
料　会員100円　非会員300円
定　30人程度
　　※�小学校3年生以下は保護者同伴
申　２月10日㈬まで
■バウンドテニス大会
内　�シングルス・ダブルス（各初級
リーグ・上級リーグ）

日　２月20日㈯�　受付8:30～
場　総合体育センター
料　会員300円　非会員500円
申　２月10日㈬まで

滑川市総合型地域スポーツクラブ
なめりCANクラブからのお知らせ
なめりCANクラブ事務局�☎ 475-8582
namerican327@guitar.ocn.ne.jp内　①�学生・高校生によるものづくり

競技会
　　②新川地区産学交流コーナー
　　③コマ対戦
　　④学生の総合制作・開発課題展示
　　⑤学生の開発課題発表会
　　⑥�記念講演会「ものづくりにお

ける次世代産業用ロボットの
開発」

　　　�㈱不二越ロボット開発部　制
御開発部部長　石田�勇一さん

日　２月20日㈯8:45～ 15:30
　　①8:45～、②③④9:30～、
　　⑤11:00～、⑥13:30～
場　�北陸職業能力開発大学校（魚津
市川縁1289-1）

2016ポリテックビジョン in新川
北陸職業能力大学校　☎0765-24-2205

内　�滑川産大豆を使って、手作り味
噌を作ってみませんか。熟成さ
せ秋にはおいしい味噌ができあ
がります。

日　３月５日㈯��9:30 ～ 11:30
場　農村研修センター（滑川市野町）
料　1,000円
対　市内在住または在勤の方
定　20人（先着順）
持　エプロン、三角巾
申　２月22日㈪まで
他　１人あたり３㎏作成

味噌つくり教室
中央公民館�☎ 475-5492

内　○泳ぎの部（背泳ぎ・平泳ぎ・
　　　バタフライ・自由形の 25m
　　　および50m）
　　○日本泳法（公開演技・体験会）
　　○遊びの部（タイムピタリ賞レ
　　　ース、水中宝さがしなど）
日　２月７日㈰8:45～
　　※受付8:15～
場　滑川室内温水プール
料　一人200円（申し込み時）
対　滑川市民、滑川室内温水プール利
　　用者（年齢制限なし）
申　当日申し込み可

市民水泳フェスティバル

滑川室内温水プール�☎ 476-0711

広告広告

広告 広告
信州蕎麦の専門店が NEW OPEN !!

★★夜はワインバーに♪
TEL： 076-482-3094

住所：滑川市有金 1078

営業時間：11:00 ～ 14:30 ( 月曜定休 )

ワインバー美楽 18:00 ～ 23:00( 金・土のみ )
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広告 広告

家
庭
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

引
っ
越
し
や
大
掃
除
で
多
量
の
ご

み
が
生
じ
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
運

搬
が
困
難
と
い
う
方
に
対
し
、
有
料

で
家
庭
ご
み
の
戸
別
収
集
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

収
集
の
予
約
は
、
㈱
公
生
社
（
☎

４
７
７
‐
１
１
１
４
）
に
電
話
の
う

え
、
収
集
希
望
日
や
ご
み
の
内
容
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
は
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
」
な
ど
を
参
考
に
分
別
し
、

玄
関
な
ど
屋
外
に
搬
出
で
き
る
場
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
み
の
内
容
に
よ
っ
て
は

収
集
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
申
し
込
み
の
際
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
生
活
環
境
課

　
（
内
線
３
３
２
）

障
害
者
控
除
対
象
者
の

認
定
申
請
に
つ
い
て

　

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

な
く
て
も
、
65
歳
以
上
で
要
介
護
認

定
を
受
け
て
お
り
、
次
の
要
件
に
該

当
す
る
方
は
税
法
上
の
障
害
者
控
除

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
65
歳
以
上
で
６
カ
月
以
上
寝
た
き

　
り
の
方

②
65
歳
以
上
で
障
が
い
者
に
準
じ
る
方

※
対
象
者
の
日
常
生
活
に
お
け
る
自

　

立
の
程
度
（
平
成
27
年
12
月
31
日

　

現
在
）
を
、
要
介
護
認
定
の
際
の

　

認
定
調
査
資
料
な
ど
を
も
と
に
評

　
価
し
、
認
定
し
ま
す
。

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
申
請

　
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
福
祉
介
護
課
（
内
線
３
９
２
）

年
金
相
談
の
会
場
が

変
更
に
な
り
ま
す

　

年
金
相
談
の
会
場
が
次
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
す
。
受
付
は
各
会
場

前
に
て
行
い
ま
す
。

２
月　
福
祉
介
護
課
横
の
相
談
室　

３
月　
市
役
所
東
別
館
１
階
会
議
室

▼
問
合
せ
先

　
市
民
課
（
内
線
３
１
４
）

　

魚
津
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　
☎
０
７
６
５
‐
24
‐
１
４
９
４

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

振
込
み
に
つ
い
て

　
２
月
は
児
童
手
当・特
例
給
付
（
平

成
27
年
10
月
～
平
成
28
年
１
月
分
）

の
支
給
月
で
す
。

　

振
込
通
知
の
送
付
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
入
金
は
通
帳
を
記
帳
し
て
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

支
給
金
額
（
月
額
）

■
３
歳
未
満　
１
万
５
０
０
０
円

■
３
歳
～
小
学
校
修
了
前

　
（
第
１
子
・
第
２
子
）　
１
万
円

　
（
第
３
子
以
降
）　
１
万
５
０
０
０
円

■
中
学
生　
１
万
円

■
所
得
制
限
世
帯
（
特
例
給
付
）　

　
５
０
０
０
円

※
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の

　
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

　

で
年
齢
の
１
番
高
い
児
童
か
ら
第

　
１
子
と
数
え
ま
す
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

国
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
小
企
業
の
た

め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
退
職
金
の
掛
け
金
は
、
全
額

非
課
税
で
、
国
が
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
ま
た
、
社
外
積
立
型
な
の
で
管

「
い
き
い
き
チ
ェ
ッ
ク
票
」
の

送
付
対
象
者
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
、
日

常
生
活
動
作
か
ら
身
体
や
心
の
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
早
期
か

ら
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、「
い
き
い
き
チ
ェ
ッ
ク
票
」

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
要
介
護
認
定
者
を
除

く
①
65
歳
以
上
の
一
人
世
帯
の
方
、

②
65
歳
以
上
の
二
人
世
帯
の
方
、
①

②
以
外
の
70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

実
施
し
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
一
人
世
帯
も
し
く
は

二
人
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、
２
月

上
旬
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
返
信
し
て
く
だ
さ

い
。

　

70
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、
３

月
の
高
齢
者
福
祉
入
浴
券
の
配
布
時

に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
４
７
６
‐
９
４
０
０

高
齢
者
生
活
実
態
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

市
内
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
（
要

介
護
認
定
者
以
外
）
を
対
象
に
、
高

齢
者
生
活
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
は
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
開

始
さ
れ
る
介
護
予
防
・
生
活
支
援
総

合
事
業
の
開
始
に
あ
た
り
、
高
齢
者

の
生
活
実
態
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

こ
れ
を
今
後
の
取
り
組
み
の
基
礎
資

料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　
２
月
上
旬
に
発
送
さ
れ
る
「
い
き

い
き
チ
ェ
ッ
ク
票
」
に
調
査
票
を
同

封
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
４
７
６
‐
９
４
０
０

個
人
番
号
「
通
知
カ
ー
ド
」
の

受
け
取
り
に
つ
い
て

　

受
け
取
り
が
で
き
な
か
っ
た
個
人

番
号
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
滑
川
市
役

所
市
民
課
で
３
カ
月
間
保
管
し
て
い

ま
す
。

　

受
け
取
り
に
来
庁
さ
れ
る
場
合

は
、
次
の
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
本
人
が
来
庁
さ
れ
る
場
合

　
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
（

　

運
転
免
許
証
な
ど
）
１
点
か
、　

　

官
公
署
か
ら
発
行
さ
れ
た
書
類
ま

　

た
は
こ
れ
に
類
す
る
書
類
で
市
長

　

が
適
当
と
認
め
る
本
人
確
認
書
類

　
２
点
（
い
ず
れ
も
原
本
）

■
代
理
人
が
来
庁
さ
れ
る
場
合

　

本
人
お
よ
び
代
理
人
の
顔
写
真
付

　
き
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

　

証
な
ど
）
各
１
点
か
、
官
公
署
か

　

ら
発
行
さ
れ
た
書
類
そ
の
他
こ
れ

　

に
類
す
る
書
類
で
市
長
が
適
当
と

　

認
め
る
本
人
確
認
書
類
２
点
と
、

　

代
理
人
の
代
理
権
を
証
す
る
書
類

　
（
い
ず
れ
も
原
本
）

▼
問
合
せ
先

　
市
民
課
（
内
線
３
１
３
）

個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
に
つ
い
て

　
１
月
か
ら
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
初
回
発

行
手
数
料
は
無
料
で
す
。

　

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
個
人

番
号
「
通
知
カ
ー
ド
」
に
同
封
さ
れ

た
交
付
申
請
書
に
ご
本
人
の
顔
写
真

を
貼
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
交
付
時
期

な
ど
に
つ
い
て
は
、
申
請
さ
れ
た

方
々
に
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
が
作

成
す
る
た
め
市
役
所
で
の
即
時
交
付

は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先

　
市
民
課
（
内
線
３
１
３
）

支
給
予
定
日　
２
月
15
日
㈪

▼
問
合
せ
先

　
子
ど
も
課
（
内
線
３
２
５
）

理
が
簡
単
で
す
。
詳
し
く
は
勤
労
者

退
職
金
共
済
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構 

中
小
企

　
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
03
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
４

意
見
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
23
年
に
第
４
次
滑

川
市
総
合
計
画
を
策
定
し
、「
ひ
と
・

ま
ち
・
産
業
が
元
気
な
ま
ち 

滑
川
」

を
目
指
す
ま
ち
の
将
来
像
と
し
て
、

そ
の
実
現
に
向
け
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
、
基
本

計
画
、
実
施
計
画
に
よ
り
構
成
さ
れ
、

平
成
27
年
度
末
で
前
期
基
本
計
画
の

計
画
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

現
在
後
期
基
本
計
画
案
（
平
成
28
～

32
年
度
の
５
年
間
）
の
策
定
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
素
案
を
策
定
し
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
を
公
表
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
広
く
ご
意
見
を
お
伺
い
す

る
た
め
意
見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

公
表
案
は
募
集
期
間
内
に
企
画
政

策
課
や
情
報
公
開
窓
口
の
ほ
か
、
地

区
公
民
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
市
役
所
、
地
区
公
民
館
が
休
み
の

　
日
は
除
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

意
見
の
記
入
用
紙
は
、
閲
覧
場
所

に
配
置
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

　
２
月
12
日
㈮
～
３
月
４
日
㈮

募 

集

空
き
家
・
空
き
地
の
情
報
登
録

を
大
募
集
！

　
市
で
は
、
市
内
に
「
空
き
家
」「
空

き
地
」
を
お
持
ち
の
方
か
ら
の
情
報

提
供
を
も
と
に
、
市
内
で
居
住
す
る

こ
と
を
希
望
し
て
い
る
方
、
市
内
で

住
宅
や
土
地
を
探
し
て
い
る
方
に
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
滑
川
市
空

き
家
・
空
き
地
情
報
バ
ン
ク
」
と
し

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
お
い
て
「
空
き
家
」「
空

き
地
」
を
お
持
ち
の
方
で
、
当
バ
ン

ク
へ
の
情
報
提
供
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
提
供
・
問
合
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
（
内
線
４
３
３
）

提
出
方
法　
直
接
持
参
、
郵
送
、
Ｆ

　
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

※
電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の
受

　
け
付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼
提
出
・
問
合
せ
先

　
企
画
政
策
課(

内
線
２
２
１)

　

kikaku@city.namerikawa.toyama.jp

売ります
　貸します
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１
月
15
日
現
在

　
市
の
社
会
福
祉
事
業
、
善
意
銀
行
、

教
育
事
業
な
ど
に
、次
の
方
々
か
ら
ご
寄

附
が
あ
り
ま
し
た
（
敬
称
略
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

善
意
の
窓

ふ
る
さ
と
滑
川
応
援
寄
附
金
（
申
込
順
）

　家庭で使われずに眠っている品物や探しているけど
見つからない品物はありませんか。ゆずりたいものや
探しているものがある場合は、生活環境課（内線３３２）
までご連絡ください。
◆譲ります
　無料　◦学習机
　応談　◦滑川高校女子制服一式

入
居
者
募
集

◆
定
住
促
進
住
宅

※
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
方
は
駐
車

　
場
料
金
が
別
途
必
要
で
す
。

◉
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
吾
妻

▽
１
～
５
階
３
Ｄ
Ｋ　
41
戸

　
入
居
者
負
担
額
（
月
額
）

　
家
賃
・
共
益
費　
４
万
円

ゆずります・求めます人口と世帯 [1.1現在]
◎ 人　　口　　33,489 [△  31]（△　192）
◎ 　 男 　　　16,296 [△  18]（△  59）
◎ 　 女 　　　17,193 [△  13]（△　133）
◎ 世 帯 数　　12,004 [　    0]（＋  93）
※[　　]は前月比（　　）は前年同月比
※人口・世帯数は、外国人住民を含んでいます

市内の交通事故状況 [1.15現在]
◎ 事故件数　　 ２件（△１件）
◎ 死　　者　　 ０人（　ー　）
◎ 負 傷 者　　 ２人（△１件）
※（　　）は昨年同期

市内の火事・救急出動状況 [1.1～1.15]
◎ 火災　件　数　  　0件（    0件）
 　　　　死　者　  　0人（    0人）
 　　　　負傷者　  　0人（    0人）
◎ 救 助 出 動　  　1件（    1件）
◎ 救 急 出 動　   50件（  50件）
※（　　）は1.15までの本年累計

（
故
）
山
本
チ
ヱ
子
（
常
盤
町
３
区
）

（
故
）
椎
名
ま
り
子
（
栗　
山
）

（
故
）
小
善
ト
ミ
イ
（
大　
掛
）

（
故
）
髙
田　
英
子
（
堀　
江
）

（
故
）
長
谷
川　
關
（
常
盤
町
１
区
）

（
故
）
川
岸　
正
夫
（
北　
野
）

（
故
）
中
川　
　
勉
（
常
盤
町
２
区
）

（
故
）
中
屋　
　
章
（
四
ツ
屋
）

　
　
　
中
西　
道
子
（
上
小
泉
）

（
故
）
赤
間
美
奈
子
（
曲　
渕
）

（
故
）
梅
原　
豊
三
（
田
中
新
町
）

　
　
　
上
小
泉
自
治
公
民
館

　
　
　
愛
の
と
も
し
び
箱
（
市
内
18
カ
所
）

　
　
　
匿
名
希
望
１
件

◉
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
北
野

▽
１
～
５
階
３
Ｄ
Ｋ　
49
戸

　
入
居
者
負
担
額
（
月
額
）

　
家
賃
・
共
益
費 

４
万
４
０
０
０
円

◉
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
上
小
泉

▽
３
～
４
階
３
Ｄ
Ｋ　
４
戸

　
入
居
者
負
担
額
（
月
額
）

　
家
賃
・
共
益
費 

３
万
９
０
０
０
円

▽
２
～
５
階
２
Ｋ　
９
戸

　
入
居
者
負
担
額
（
月
額
）

　
家
賃
・
共
益
費 

２
万
２
０
０
０
円

申
込
期
限　
２
月
15
日
㈪
ま
で

抽
選
日　
２
月
25
日
㈭

入
居
可
能
日　
２
月
29
日
㈪
以
降

◆
市
営
住
宅

◉
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
上
小
泉

▽
５
階
２
Ｋ　
７
戸

　
入
居
者
負
担
額
（
月
額
）

　
７
２
０
０
円
～
１
万
７
０
０
円

◉
荒
俣
住
宅

▽
２
階
２
～
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
２
戸

　
入
居
者
負
担
額
（
月
額
）

　
２
万
３
３
０
０
円
～
３
万
６
７
０
０
円

◉
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
有
磯
住
宅

▽
１
～
３
階
２
～
５
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
16
戸

　
入
居
者
負
担
額
（
月
額
）

　
４
万
円
～
９
万
円

申
込
期
限　
２
月
15
日
㈪
ま
で

抽
選
日　
２
月
26
日
㈮

入
居
可
能
日　
３
月
７
日
㈪
以
降

※
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

▼
申
込
み･

問
合
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
（
内
線
４
３
５
）

くらしの情報滑川市役所　〒936-8601 滑川市寺家町104 ☎475-2111

家
族
介
護
者
交
流
サ
ロ
ン

　

在
宅
で
要
介
護
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
ご
家
族
に
情
報
交
換
や
交
流

を
通
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
い

た
だ
く
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き　
3
月
3
日
㈭　

午
前
10
時

　
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
3
階

　
研
修
室
1

内
　
容　
い
き
い
き
体
操
で
ス
ト
レ

　
ス
発
散

講
　
師　

富
山
国
際
大
学 

准
教
授 

　
相
山　
馨
さ
ん

定
　
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
込
期
限　
2
月
26
日
㈮
ま
で

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先 

　
滑
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
４
７
５
‐
７
０
０
０

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
検
討
中
の
皆
さ
ん
へ

Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア 

イ
ン 

と
や
ま
の
開
催

　

県
内
企
業
へ
の
就
職
希
望
者
に
対

し
、
合
同
企
業
説
明
会
と
県
内
企
業

や
産
業
の
魅
力
を
伝
え
る
セ
ミ
ナ
ー

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と
　
き　
３
月
２
日
㈬　

午
前
10
時

　
～
午
後
５
時

と
こ
ろ

①
富
山
市
総
合
体
育
館

　
（
富
山
市
湊
入
船
町
12
‐
1
）

②
と
や
ま
自
遊
館

　
（
富
山
市
湊
入
船
町
９
‐
１
）

対
象
者　
平
成
28
年
３
月
ま
た
は
29

　

年
３
月
に
卒
業
予
定
の
学
生
、
転

　

職
希
望
者
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職

　
希
望
者　
な
ど

内
　
容

①
合
同
企
業
説
明
会

　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
20
分

※
平
成
28
年
３
月
卒
業
予
定
者
・
Ｕ

　
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
対
象

嘱
託
職
員
募
集

　

児
童
館
や
子
ど
も
図
書
館
、
市
立

保
育
所
、
滑
川
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
勤
務
す
る
嘱
託
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

　

が
可
能
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す

　
る
方

要
　
件　
保
育
士
、
社
会
福
祉
士
、

　
精
神
保
健
福
祉
士
、
臨
床
心
理
士
、

　

幼
稚
園
教
諭
免
許
、
小
学
校
教
諭

　

免
許
、
中
学
校
教
諭
免
許
、
児
童

　
厚
生
員
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
方

雇
用
期
間　
平
成
28
年
４
月
１
日
か

　

ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
（
契

　
約
更
新
あ
り
）

勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

６
時
15
分
の
う
ち
週
29
時
間

※
土
・
日
・
祝
日
勤
務
、
ロ
ー
テ
ー

　
シ
ョ
ン
・
シ
フ
ト
勤
務
有
り

募
集
人
数　
２
人

勤
務
内
容

・
子
ど
も
の
遊
び
や
生
活
の
指
導
、

　
安
全
管
理
に
関
す
る
こ
と

・
事
業
の
企
画
や
運
営
に
係
る
業
務
、

　

関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
業
務　

　
な
ど

報
　
酬

　
月
額
15
万
５
６
０
０
円
（
予
定
）

※
通
勤
手
当
有
、
社
会
保
険
・
雇
用

　
保
険
に
加
入

申
込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
、
６
カ
月
以
内
に

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル

無
料
相
談
会

　

解
雇
や
雇
止
め
、
賃
金
カ
ッ
ト
な

ど
労
使
間
の
労
働
条
件
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る
方
向
け
に
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

専
門
の
委
員
が
対
応
し
ま
す
の
で

１
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

と
　
き　
３
月
12
日
㈯　

午
前
10
時

　
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
富
山
県
民
会
館
６
階

　
（
富
山
市
総
曲
輪
４
‐
18
）

対
象
者　
県
内
事
業
所
の
労
働
者
お

　
よ
び
事
業
主

▼
問
合
せ
先

　
富
山
県
労
働
委
員
会

　
☎
４
４
４
‐
２
１
７
２

　
午
後
１
時
20
分
～
５
時

※
平
成
29
年
３
月
卒
業
予
定
者
対
象

②
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

※
平
成
29
年
３
月
卒
業
予
定
者
対
象

▼
問
合
せ
先

　
富
山
県
商
工
労
働
部
労
働
雇
用
係

　
☎
４
４
４
‐
８
８
９
７

　図書館では、市内の団体、個人の方が作
成した記念誌、郷土誌、自費出版の本など
を積極的に収集しています。郷土の大切な
財産となりますのでぜひ、ご寄贈ください。

問合せ先　図書館　☎４７５－８００１

滑川の郷土資料を集めています

　
撮
影
し
た
写
真
（
上
半
身
、
脱
帽
、

　

正
面
向
き
）
を
貼
り
付
け
て
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

申
込
期
限　
２
月
15
日
㈪
ま
で

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
還
し
ま
せ

　

ん
。
申
込
者
に
は
、
別
途
選
考
な

　
ど
の
案
内
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
　
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
も

併
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
子
ど
も
課
（
内
線
３
２
１
）

産
業
能
率
大
学
・
自
由
が
丘
産
能

短
期
大
学
滑
川
教
室
　
学
生
募
集

　

市
で
は
、
勤
労
者
の
皆
さ
ん
に
実

学
の
場
を
提
供
し
、
企
業
人
と
し
て

の
能
力
向
上
に
資
す
る
た
め
、
通
信

教
育
課
程
に
よ
る
産
業
能
率
大
学
お

よ
び
自
由
が
丘
産
能
短
期
大
学
の
滑

川
教
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◆
産
業
能
率
大
学

　

 

①
経
営
、
②
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
、
③
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
力
（
人

間
力
）、
④
経
営
財
務
、
⑤
ビ
ジ

ネ
ス
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
、

⑥
税
理
士
、
⑦
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
⑧
産
業
心
理

（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）、
⑨
実
践
心

理
学
、
⑩
医
療
・
福
祉
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
⑪
М
Ｂ
Ａ
基
礎
コ
ー
ス

◆
自
由
が
丘
産
能
短
期
大
学

　

 

①
経
営
管
理
、
②
女
性
の
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
③
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
④
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
、
⑤
ビ
ジ
ネ
ス・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
⑥
現
代

教
養
、
⑦
心
理
学
基
礎
、
⑧
福
祉

と
心
理
、
⑨
社
会
保
険
労
務
士
、

⑩
税
理
士

学
　
費

　
大
学
生
（
一
年
次　
22
万
円
）

　
短
大
生
（
一
年
次　
22
万
円
）

◎
入
学
説
明
会

と
　
き
　
２
月
13
日
㈯　

午
後
１
時

　
～
４
時

と
こ
ろ　
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
滑
川

願
書
提
出
期
限　
４
月
30
日
㈯

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
商
工
水
産
課
内

　
滑
川
教
室
事
務
局
（
内
線
３
４
２
）

広報なめりかわに広告を掲載しませんか？
市では、「広報なめりかわ」に有料広告を掲載しています。

「広報なめりかわ」は市内全世帯に加え、市外の個人や市内
外の企業に合わせて約 12,000 部配布しています。この機
会に、ぜひ広告掲載をご検討ください。

申込み・問合せ先　企画政策課（内線２２１）

掲載位置　５段書きの最下段
大 き さ　①縦 46 ㍉×横 84 ㍉（１段の半分）
　　　　　②縦 46 ㍉×横 172 ㍉（１段全部）
広 告 料　１掲載号につき
　　　　　① 8,000 円
　　　　　② 15,000 円
申込受付　随時（ただし先着順）

　
　
　
岩
城　
恒
雄
（
東
京
都
）

　
　
　
金
川　
千
秋

 

右
記
の
方
の
ほ
か
、
１
８
９
人
の

 

方
々
か
ら
ご
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
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〈
短
　
歌
〉

俳
句
ポ
ス
ト
１
月
の
入
選
句

選
者
　
中
屋
　
敏
子

☎ ４７５‐８００１　FAX４７５‐９０４１
〈開館時間〉9:00～19:00　※土･日･祝日は18:00まで

２月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 3/1 ２ ３ ４ ５
　　は休館日

　
一
般
の
部
（
投
句
数
36
句
）

リ
ハ
ビ
リ
室
の
大
き
な
窓
や
冬
夕
焼　
　
　
　
　
上
梅
沢　
　
山
崎　
和
子

潮
騒
や
石
で
囲
み
し
焚
火
跡　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
野　
　
金
山　
千
鳥

嚏
し
て
話
の
続
き
忘
れ
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
島　
　
湯
口
し
づ
え

　
小
中
学
生
の
部
（
投
句
数
５
８
１
句
）

た
こ
あ
げ
て
わ
た
し
も
そ
ら
に
と
び
た
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
加
積
小
１
年　
岡
本　
琴
音

は
く
ち
ょ
う
の
白
の
体
が
う
つ
く
し
い　
　
東
加
積
小
２
年　
石
川　
富
貴

み
の
む
し
が
ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
れ
る
た
の
し
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
加
積
小
２
年　
後
田　
萌
圭　

み
の
む
し
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
お
も
し
ろ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
加
積
小
２
年　
吉
田　
萊
希

も
ち
を
食
べ
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
お
正
月　
　
寺
家
小
３
年　
澤
田　
百
加

楽
し
い
な
ぎ
ょ
う
じ
い
っ
ぱ
い
お
正
月　
　
　
西
部
小
３
年　
角
井　
宏
彰

キ
ラ
キ
ラ
だ
ツ
リ
ー
か
ざ
っ
て
星
光
る　
　
　
田
中
小
５
年　
中
村　
千
尋

冬
の
朝
銀
の
世
界
が
広
が
る
よ　
　
　
　
　
　
東
部
小
５
年　
魚
岸　
愛
斗

登
校
中
見
え
る
立
山
雪
げ
し
ょ
う　
　
　
　
　
東
部
小
５
年　
森
岡　
優
葉

門
松
の
足
元
の
雪
ふ
み
か
た
め　
　
　
　
　
　
寺
家
小
６
年　
宮
城　
　
陽

ク
リ
ス
マ
ス
雪
が
フ
ワ
フ
ワ
お
ど
っ
て
る　
　
西
部
小
６
年　
松
倉　
菜
桜

博物館がいど

☎ 

４
７
４
‐
９
２
０
０

FAX 

４
７
４
‐
９
２
０
１

開
館
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

休 

館
日

　
2
月
１
日
、
８
日
、
12
日
、
15
日
、

　
　
　
22
日
、
29
日

ゼ
ン
マ
イ
の
捻
子
回
し
続
け
動
く
ご
と
今
朝
も
は
じ
ま
る
わ
た
し
の
ひ
と
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
塚
曙
町　
岡
本
三
由
紀

指
先
に
願
ひ
を
込
め
て
鶴
を
折
る
夫
は
千
羽
に
孫
の
夢
架
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
島　
小
幡
由
美
子

背
を
丸
め
寡
黙
な
る
夫
ぼ
そ
ぼ
そ
と
亡
き
娘
の
写
真
に
笑
み
て
語
ら
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
塚　
河
﨑　
久
子

わ
が
前
に
出
て
ミ
ニ
ス
カ
の
娘こ

が
二
人
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
階
か
け
登
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
野　
斉
木
百
合
子

解
体
の
ビ
ル
の
裏
手
に
元
日
の
陽
を
浴
び
て
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
ら
憩
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
山
市　
日
影　
康
子

〈
俳
　
句
〉

元
日
の
穏
や
か
な
り
し
冬
の
海　
　
　
　
　
　
　
高
塚
曙
町　
中
嶋　
幸
子

柝
の
入
り
て
父
母
の
忌
修
す
冬
座
敷　
　
　
　
　
　
　
堀
江　
川
崎
ト
モ
子

枯
芝
に
残
る
力
や
雨
は
じ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
町　
平
田
ミ
ド
リ

雲
逃
げ
て
幼
児
も
拝
む
初
明
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野　
湯
沢　
清
風

初
日
記
今
年
の
夢
を
又
ふ
や
し　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
原　
新
堀
由
美
子

窓
開
け
て
鳴
き
声
部
屋
へ
初
鴉　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲
渕　
西
村　
久
枝

初
春
の
暦
眺
む
る
生
身
魂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
島
町　
高
井　
富
子

家
計
簿
を
二
冊
重
ね
て
除
夜
の
鐘　
　
　
　
　
　
　
　
柳
原　
中
谷
由
美
子

雪
の
な
い
落
葉
を
踏
み
し
昼
散
歩　
　
　
　
　
　
　
　
北
野　
澤
田
富
美
子

裸
木
に
い
の
ち
の
一
と
葉
風
谺　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
江　
松
井
三
夜
子

年
明
く
る
筋
書
き
の
な
き
余
生
か
な　
　
　
　
　
　
上
小
泉　
升
方　
陽
子

ね
ん
ご
ろ
に
も
て
な
す
雑
煮
客
二
人　
　
　
　
　
　
　
緑
町　
本
田　
美
好

立
山
に
真
向
か
ひ
て
待
つ
初
日
か
な　
　
　
　
　
　
四
ツ
屋　
稲
場　
仁
一

介
護
さ
れ
笑
顔
美
し
千
代
の
春　
　
　
　
　
　
　
　
四
ツ
屋　
松
井　
博
文

神
々
の
山
襞
嵩
し
寒
雀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
塚
曙
町　
蜷
川　
栄
子

元
日
の
深
層
水
汲
む
く
す
り
町　
　
　
　
　
　
　
　
吾
妻
町　
中
島
ま
ち
子

神
木
に
鳥
の
一
声
初
詣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
梅
沢　
山
崎　
和
子

立た
ち山
を
背
に
義
経
岩
に
初
日
差
す　
　
　
　
　
　
　
神
明
町　
水
野　
玲
子

初
御
空
戦
雲
流
れ
く
る
勿
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
野　
金
山　
千
鳥

図書館だより 子ども図書館だより

広
報
文
芸

☎ ４７５‐８１８０　FAX４７５‐８４１０
〈開館時間〉9:00～19:00　※土･日･祝日は18:00まで

図書館からのお知らせ
　図書館では、１月から３月まで改装工事を実施してい
ます。図書館をご利用の方には大変ご不便をおかけいた
しますが、ご理解・ご協力の程よろしくお願いします。
①�１階閲覧室への出入りは、「閲覧室非常口」（図書館西側）
が仮設出入り口となっています。
②�４階の学習室・情報メディア室およびグループ研修室を「新
聞・雑誌の閲覧コーナー」として開放しています。
　※グループ研修の利用はできません。
③�３階・４階（２階は閉鎖）への出入りは、公園側入口から館
内エレベーター利用のみとなります。
④�４階学習室、情報メディア室をご利用の方は、入口にある
「利用者名簿」に氏名をご記入ください。
⑤２階郷土資料室は閉鎖しています。
⑥�洋書、大活字本、視聴覚資料、一部文庫本などの閲覧は制限
しています。
⑦�トイレは、３階・４階のみ利用可能です。
※くわしくは図書館職員までお問い合わせください。
２月の催し
■グループ研修
○源氏物語を読む　　３階　�６日㈯�10:00～
○古文書を楽しむ会　３階　13日㈯�13:30～

子ども図書館からのお知らせ
　３月１日㈫は蔵書点検のため、子ども図書館は臨時休
館となります。ご不便をおかけいたしますが、ご理解・
ご協力の程よろしくお願いします。なお、ふれあいあそ
びは通常通り11時から実施します。
新着図書案内
　□ゆきだるまのくに　　　　　　　　　�白土あつこ
　□ノラネコぐんだん�おすしやさん　　　工藤ノリコ
　□めいちゃんの500円玉　　　　　なかがわちひろ
　□ゆうかんな猫ミランダ　　エレナー・エスティス
２月の催し
■おはなし会　６日㈯、13日㈯、20日㈯�11:00～
　　　　　　��27日㈯�15:00～
■子ども映写会　20日㈯�14:00～
■ふれあいあそび　毎週火曜日�11:00～
　０～２歳ごろのお子さんと保護者が対象
■わくわく～♪“おやこでふれあいたい”む
　26日㈮�10:00～（→13Ｐ）
■子育て相談　毎週金曜日�10:00～
　事前の申し込みが必要です。子ども図書館までご連絡
　ください。

富
山
平
野
・
立
山
連
峰
の
眺
望
公
開

　

現
在
、
３
階
企
画
展
示
室
１
を
開

放
し
て
い
ま
す
。
標
高
約
１
０
０
ｍ

か
ら
富
山
平
野
や
立
山
連
峰
が
一
望

に
見
渡
せ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

文化の広場

　

上
市
川
河
口
の
両
岸
に
位
置
す
る

魚
躬
遺
跡
は
、
戦
前
か
ら
古
墳
時
代

の
遺
物
が
出
土
す
る
こ
と
で
知
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
後
も
河
川
改
修
や
個

人
住
宅
、
公
園
な
ど
の
建
設
に
伴
う

発
掘
調
査
に
よ
り
、
弥
生
時
代
や
中

世
以
降
の
遺
物
が
数
多
く
出
土
し
て

い
る
滑
川
有
数
の
遺
跡
と
い
え
ま
す
。

　
「
魚
躬
」
の
名
は
、
平
安
時
代
の
康

治
元
年
（
１
１
４
２
）
の
古
文
書
「
祇

園
社
記
」
に
現
れ
る
「
伊
遠
乃
見
村
」

が
由
来
で
あ
り
、
の
ち
に
京
都
の
祇

園
社
（
現
八
坂
神
社
）
領
と
な
る
堀
江

荘
と
呼
ば
れ
る
荘
園
の
一
村
で
し
た
。

　

魚
躬
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
平
安
時

代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
建

物
跡
や
井
戸
跡
は
、
初
期
堀
江
荘
時

代
の
伊
遠
乃
見
村
の
様
子
を
具
体
的

に
示
す
資
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
出
土
し

た
各
時
代
の
遺
物
を
展
示
し
、
遺
跡

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

と
　
き　
３
月
27
日
㈰
ま
で

と
こ
ろ　
３
階
第
２
常
設
展
示
室

魚 

躬 

遺 

跡 

展

▲井戸跡出土木製品

ロ
ボ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー 

in

な
め
り
か
わ
　
参
加
者
募
集

と
　
き　
３
月
５
日
㈯･

６
日
㈰

※
２
日
間
の
教
室
に
な
り
ま
す

と
こ
ろ　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
者　
小
学
生
（
３
年
生
以
下
は

　
保
護
者
同
伴
）

定
　
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費
（
ロ
ボ
ッ
ト
代
金
）

①
４
本
足　
３
０
０
０
円

②
６
本
足　
５
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る

　
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▲土器・石器

う
お
の
み

●�少しむずかしかったけどヒントがあって解け
ました。明るい絵でとっても楽しい気持ちに
なりました。

（Ｍ．Ｗさん　10代女性）

●�家族みんなで協力してクイズに答えれたので
楽しかったです。またやりたいです。

（Ｔ．Ｎさん　30代女性）

●�大変に難解なクイズでしたが、いろいろと思
案しているうちに、クイズ上部の写真・絵画
を見ていて、思わず「あゝこれがヒントだ」
と考え楽して解答を得ることができました。
滑川市民でないと正解の得られない工夫を凝
らした問題です。

（Ｋ．Ｍさん　80代男性）

　　　　　　▶�新春広報クイズに関するお声を
紹介♪新年早々みんな楽しめた
みたいでキラリンも嬉しいな♪

●�滑川大好き！キラリンも大好き！広報毎月見
てます☆Ｖｏｉｃｅのコーナーが好きです。
今年も広報楽しみにしてます！！！

（Ｔ．Ｈさん　10代女性）

　　　　　　▶�楽しみながら滑川のことを知っ
ていける、そんな広報誌になっ
ていくといいな♡

●�私は今年高校２年生になります。出身の中学
校の記事を読むと、懐かしく感じるとともに、
私も頑張ろう！と励まされているような思い
です。

（Ｕ．Ｙさん　10代女性）

　　　　　　▶�キラリンもみんなからのお便り
を読むと励まされているよ♪お
勉強、大変だと思うけど頑張ろ
うね♪

●�東京の方にいる娘がこのページ（特集記事）
を見てふるさと納税してみようかなと言って
おりました。カラーページもあり見やすく読
みやすい配慮がされています。寄附をした人
に送られる特産品コーナーがよかったです。

（女性）

　　　　　　▶�ふるさと納税の特産品は滑川の
魅力の一つ。これからも滑川の
魅力を発信していきたいな。

Ｖｏｉｃｅ
皆さんからの“声”を紹介

２月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 3/1 ２ ３ ４ ５
　　は休館日

滑川市役所　〒936-8601 滑川市寺家町104 ☎475-2111
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まちのうごきまちのうごき

　平成 28 年の走り初め、元旦マラソンが１月１日、晴天
のもと開催されました。大会は市役所からはまなす公園
を折り返し地点とする２㎞のコースと市役所から滑川漁
港を折り返し地点とする４㎞のコースが設けられました。
　午前 10 時にスターターピストルから号砲が鳴ると、園
児から高齢者まで幅広い年齢層の市民ランナー 316 人が
勢いよくコースを駆け抜けました。
　各ランナーは清々しい表情を見せ、新年早々爽やかな
汗を流しました。

　消防署員、消防団員など消防関係者の仕事始め行事であ
る消防出初式が１月９日、市役所などで行われました。
　始めに柳原地内で行われた一斉放水では、ポンプ車から
放水された水がダイナミックに孤を描き、団員たちの団結
力が示されました。また、櫟原神社では今年一年の無火災
祈願が行われたほか、市役所でははしご登りが行われまし
た。はしご登りでは４人の登り手がはしごの上でその技を
魅せ、はしごを支える持ち手との息のあった演技が披露さ
れました。最後は観閲・分列行進が行われ、火災から市民
を守る心意気が示されました。

　市内の弓道・柔道・剣道・空手道関係者による武道稽
古始めが１月 10 日、総合体育センターで行われました。
　冒頭、滑川市弓道会会長 高橋芳邦さんが年頭の挨拶を
行ったあと、滑川市弓道会による演武が披露されました。
　弓道は、「立禅（りつぜん）」とも呼ばれ、極限に精神
を高め、一本の矢に心を乗せて遠くの的を射る競技であ
ることから、おのずと会場も凛とした空気になりました。
静寂の中放たれた矢は的をめがけて線を描き、演武が終
わると会場から自然と拍手が起こりました。この後、各
関係者はそれぞれの道場に移動し、稽古に勤しみました。

　市民卓球大会が１月 10 日、サン・アビリティーズ滑川
で行われました。大会にはおよそ 200 人の選手がエント
リー。小学生・中学生・一般男子・一般女子・ラージボー
ルの５部に分けられ、試合が進められました。
　会場では様々な年齢層の選手が真剣な表情で試合を繰り
広げました。試合が行われている台からは、ピンポン玉が
台に当たった際の乾いた音や室内履きと床の摩擦音が鳴り
続け、試合が終わると勝った選手からは嬉しそうな表情と
ともに、「よっしゃ」「やった」といった喜びの声が聞こえ
ました。

青空の下で走り初め 火消しの心意気

小さな球に気持ちを乗せて 心と技と体を鍛え

　１月 16 日、早月中学校地域交流センターふれあいホー
ルで『妊娠・出産・子育て講演会』が開催されました。
　上田市長が「この講演会を通して家庭でいつも子ども
の声が明るく聞こえてくる、そんな家庭を考えるきっか
けになればと思う」と挨拶したのち、市の職員から子育
て支援の先進地である埼玉県和光市の視察報告や視察を
踏まえて市が今後取り組んでいくことなどが発表されま
した。その後、出産ジャーナリスト 河合蘭さんから『安
心な妊娠のために、ぜひ知ってほしいこと・社会が応援
すべきこと』と題して講演が行われました。

　滑川ライオンズクラブによる『滑川市書き初め大会』
が１月 17 日、総合体育センターで行われました。
　大会には市内の小中学校からおよそ 240 人が参加しま
した。はじめに、上市高等学校・書道部の生徒による書
道パフォーマンスが行われたあと、参加した児童・生徒
らによる書き初めが行われました。
　大会では学年ごとに「若い生命」「初志貫徹」「春の大地」
など、決められた課題が与えられ、参加した児童・生徒
らは、美しい文字を書こうと、真剣な表情で一文字一文
字丁寧に筆を進めていました。

　市民主体の地方創生プロジェクト、『Ｎ（ナメリカワ）
＋Ｄ（デザイン）＝！』が１月 16 日にスタートしました。
　このプロジェクトは、滑川をデザイン思考で見ることで、
これまで当たり前と感じていた滑川の良いところを再発見
し、賑わいを生み出すエネルギーになればと始められたも
ので、プロジェクトの代表を務める桶川高明さんから「市
民の皆さんが滑川について考えるきっかけになればと思
う」と意気込みが話されました。今後の予定として、デザ
イナーによる講演会やワークショップが２月 21 日・午前
11 時 30 分からパノラマレストラン光彩で開催予定です。

Ｎ＋Ｄ＝！滑川の未来に種を 心を整え気持ちを新たに

　講演では、日本が世界の国々に比べ、晩産化が進んで
いるなど、近年の妊娠・出産を取り巻く現状が紹介され
ました。また、第２子・第３子を希望する女性が多いも
のの、2000 年頃から晩婚・晩産化が急速に進み、年齢の
ことや仕事のことなどの理由で出産を諦める女性が多く
なっていることも紹介されました。
　最後に「母親を大切にすることが赤ちゃんを大切にす
ることにつながります。滑川にたくさんの産声が戻りま
すように」と話し、講演を終えました。

たくさんの産声が聞こえるまちであってほしい
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urasma を使ってＡＲ動画を
楽しもう♪

広報なめりかわではスマートフォン向けア
プリ「Aurasma」を用いたＡＲ動画を配
信しています。詳しくは下のＱＲコードか
らご確認ください。

ｉ広報紙 でいつでも気軽に広報なめ
りかわの情報をチェック♪

広報なめりかわをスマートフォン
向けアプリ「ｉ広報紙」で配信し
ています。詳しくは右のＱＲコー
ドからご確認ください。

キラリンＡＲマーク▶

　全国の「ゆるキャラ」の付き人（ゆるビト）の人気を競う
「第２回ゆるビトグランプリ」が、東京メトロポリタンテレビ
ジョン(TOKYO MX)などで放送中の人気番組「ゆるキャラに
負けない！」の番組内企画で行われ、市の職員でキラリンの付
き人でもあるネガミンこと根上雄輔主事がその頂点に輝きまし
た。
　番組では全国49人の「ゆるビト」からグランプリ候補者が６
人に絞られ、最終的にネガミンが選出され、その様子が１月18
日㈪ に関東圏で放送されました。
　「ゆるキャラに負けない！」は「ゆるキャラ」の名付け親と
して知られるみうらじゅんさんと、安齋肇さんが出演するバラ
エティー番組で、キラリンとネガミンは昨年６月28日㈰ 放送
の「富山スペシャル第３弾」で登場しています。

本市職員がゆるキャラの付き人「ゆるビト」の頂点に
×Pick up ＮＥＷＳ

編[ 問題 ]　 大豆に含まれる成分は何病を予防できる効果があるか
な？

▶ 正解者の中から抽選で、３人の方に次の中から希望の商品を
プレゼント。下記の様式で申し込んでください。

　締め切りは２月 15 日㈪ 必着です。
❶あいらぶ湯入浴券
❷図書カード 500 円分
❸キラリンぬいぐるみ

１月号の答え
　ねんがじょう

１月号の当選者（敬称略）
　岩原あかり（森野新）　　　佐藤　静子（宮窪新）
　大村大二郎（上小泉）　　　藤井美恵子（有　金）
　春日　輝光（赤　浜）　　　古屋　　光（宮　窪）
　木下　尚美（柳原新町）　　松木　柑奈（天望町）
　小林　俊武（横　道）　　　宮崎　準三（上小泉）
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（ご意見・ご感想）

広 報 ク イ ズ

集後記
へんしゅうこうき

　先月号の新春広報クイズに対し、144 通のご応募をいただ
きました。「家族みんなで楽しめた」「滑川のことを再認識す
ることができた」「頭の体操になった」など、たくさんのメ
ッセージをいただきました。また、「いつも楽しみにしてい
るよ」「デザインが素敵」といったお褒めの言葉や「市の出
身者で活躍している人を紹介してほしい」「冬でも楽しめる
場所を紹介してほしい」といったご要望など、数多くいただ
き、一通一通丁寧に読ませていただきました。
　中には厳しいご感想もありましたが、こういった皆さんか
らの声が街づくりを進めていくうえでの第一歩なんだなと再
認識することができました。またしばらくシンプルな広報ク
イズが続きそうですが、皆さんからのご応募をお待ちしてい
ます（Ｓ）
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